青山荘　　フェイスシート

	入　所　者
	氏　名　　　　村上　元道　　　様　　　　　男・女　　昭和　45年　7月　10日生（35歳）

	
	〒031-0111　　　住　所　八戸市南郷区大字市野沢字家口山11-1　　　　　電話　0176-82-3472

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	平成5年頃
	罹 患 期 間
	約　13　年　

	
	入院回数
	　3　回
	延べ入院年数
	　　　　　約7年8ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	毎火曜日（週　1　回）

	医療区分
	　生保　　　（月額7.3万円）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	　申請中

	年　　金
	有・無　　級（　月額　　　万円　）　重度医療　無

	 入所年月日
	Ｈ18年2月26日
	身長
	168．0cm
	体重
	64.4kg

	最終学歴
	光星学院高等学校
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	関電工地中線、ハイテック、日研総業、田中建設、初見電設

	保　護　者
	氏　　名　　　村上　実　　様　　　　　　　　　続柄　　　父　　（同居　・否）

	長期目標

· 定期的な通院・服薬を保ち、規則的な生活を送る。

· 一般就労へ向け、デイケア・作業所・職親利用等を通し、ストレスへの対処法を見つけていく。

	入院・治療歴

入院期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療機関

　　　　平成　5年5月　　　　　～　　　　平成　9年11月　　　　　　　青南病院

　　　　平成12年4月　　　　　～　　　　平成12年5月　　　　　　　　獨協医科大学病院

平成14年6月　　　　　～　　　　平成18年2月　　　　　　　　青南病院

	生活歴

S45南郷村にて同胞5名第3子として出生。光星学院高等学校卒業し就職。10ヶ月で退職し帰郷。以後職を転々とするが、仕事が決まらず岩手県北上市に転居。平成5年4月パチンコ屋に寄った際、通帳・免許証・資格免許証の盗難に遭う。以後帰郷するが、毎日引きこもるようになる。その頃より不眠、「お前は馬鹿だ。」「お前なんか死ね。」等の幻聴が出現。同年5月包丁を持って暴れ、警察・保健所同伴にて青南病院受診し入院。退院後は県外就労をし生活するが服薬中断。平成12年4月幻聴出現、大量服薬により昏睡状態となり獨協医科大学病院へ緊急入院となる。退院後青山荘入所し、青南病院へ通院加療を続けているが、H14.6.26被害妄想・イライラ感出現し、無断外出。神奈川の姉宅に向かっているとの連絡が入り、家族の説得にてH14.6.29帰八し、当院受診し入院。平成18年2月10日青山荘入所となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在の保護者は父親。父、母、長男が南郷区の実家で同居しているが、父は親戚の借金の保証人となり、現在債務者となっている。その為自宅は電話が止まっていたり、連絡が取れないこともある。緊急時には長男の携帯に連絡することとなっているが、電話に出る事は稀である。

長女（公子氏）は横浜市で生活する。本人とは手紙などで連絡をとっているとのこと。本人と同じ宗教を信仰している。

弟氏（公二氏）は先日まで市内で叔父の家庭で生活していたが現在は埼玉で仕事を見つけ、働いているとのこと。金銭面での援助を目的とし、本人（青山荘）に連絡することがある。


青山荘　施設処遇会議①

　　　　　　　　　　平成　18年5月22日（月）

	氏　名
	村上　元道　氏
	男・女
	生年月日
	　昭和　45年　7月　10日（35歳）


	問題点
	介入方法

	①宗教の協会に行きたいと話す。

　　　　　　　（大山祇命神示協会）
	・協会の行事や日程を把握し、主治医に相談・報告する。

・生活保護受給中であり、金銭の利用について本人と確認し、宗教での浪費は出来ないことを伝える。

・外出後にはどのようなことを話したかなど内容に関して本人に聞き、服薬や生活リズムの観察を密にする。変化のあった時にはすぐに主治医に相談する。

・今後継続して頻回に要求があれば再度主治医と相談を行い、気分の高揚や何らかの変化があれば対応に関して再検討を行う。

	②生活リズムが安定しない。

（就床時間・起床時間が遅い）
	・本人の話や観察から睡眠状態と気分の状態を把握する。

・時間に遅れずに起床するためのその対処法を一緒に考える機会（面談）を設ける。

・不安な事を本人から話せ、眠りやすい環境作りをする。

・日中の活動と就床時間の関わりの把握をする。

	③就労や退所を急ぐ傾向があり、現在の生活に不満がある。
	・急ぎすぎている事を本人に伝え、現在の目標やと現在行っていることの評価を行う

・焦る理由としては具体性、現実性のないものも多く、

・青山荘やデイケアで現在行っている活動に対して目標や行いたい事を細分化させる。（デイケアでの活動を一緒に行い助言する。）


	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	入院中平成18年2月10日に青山荘入所。①断薬、②対人関係、③宗教関係、④金銭管理に重点を置き支援する。職員の評価も気にしており、青山荘での新規入所プログラムや青山荘のプログラムには積極的に参加する。しかし、本人が「自分にとって関係のある」と感じたこと以外はあまり聞き入れようとせず、固執した考えを多く持っている。本人との結びつきに関してまず説明する必要があり、その都度説明する。

余暇は外出の機会も多く、入院中から仲の良い入所者と散歩へ出掛けたり、一人でも活発に買い物や外食へ出かけており、楽しみながら過ごしている様子も多く伺える。また、銀行や市役所の利用などは職員同行で手続きの方法などを助言し、一緒に行っており、一度行った事はある程度覚えている。

①現在は自己管理となっており、服用は食堂内で行っている。デイケアも含め一度も忘薬・怠薬はない。

②入所時は「苦手」という人が多く、他入所者との関わりは薄かったが、現在は自分からの話し掛けも多く、自己評価も高い。時折他人を傷つけてしまう発言も聞かれるが、本人は自覚していない。

③以前は、症状も安定していないのに加え、宗教に没頭し、浪費も多く、病状を乱してしまうこともあった。4月に姉から協会へ行くようにと手紙が届いたとのことで青森市にある協会へ行きたいと強く話す。

④金銭の不安が強く、生活保護費受給費の変化に敏感になって気にしている。受給費の変更があると過敏に職員へ詳しく説明を求めてくる。浪費はなく、予定使用金額と大差なく消費している。

また、本人は就労することを大きく意識しており、以前行っていた職親の体験利用まで急いでいる様子

他者と比べてしまう傾向があり、青山荘内では「自分は出来る。」と他人をやや見下してしまっていることもある。自己評価も高く、早く次のステップに進みたいという意向を持っているが、評価もより細かく行い、自己覚知できるように支援していく。


プラン計画者　氏名：　山田　忍　　　　　　　　　　　　　




本人（35）





母（65） 





父 （70）





公二（30）　　群馬県在住





芙美子（27）








南郷区在住





元（40）　　南郷区在住

















恵美子（33）





公子（37）　神奈川県在住








